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音楽公演

Pete

古式舞踊公演
白糠アイヌ文化保存会

2026年

開場／ホワイエ 11時00分、ホール 12時00分
開演／13時00分（終了予定16時00分）

東京エレクトロンホール宮城・大ホール
（仙台市青葉区国分町3-3-7）

9月12日 土
入場
無料

事前申し込みの
必要はありません。

※なくなり次第、終了させていただきます。
写真はイメージです。

本紙持参で
「エント茶」プレゼント

［基調講演］武永 真
仙台藩白老元陣屋とアイヌ民族～シラオイに第二の故郷を築くために～
［口承文芸］結城 陸　［音楽公演］Pete
［古式舞踊公演］白糠アイヌ文化保存会

アイヌ文様
「レジンアクセサリー」製作体験 

①11時～ ②12時～
③13時30分～

刺繍実演
飯田 米子

基調講演
武永 真

口承文芸
結城 陸

アイヌ文化に触れ、共感する
1日。

出 演
［刺繍実演］飯田 米子
［レジンアクセサリー製作体験］
岡田 牧子

実 演・
ワークショップ

※イベント内容は予告な
く変更となる場合がござ
います。予めご了承くだ
さい。
※混雑状況により、入場
をお断りする場合がござ
います。

エントとは…ナギナタコウジュ。
茎や葉をお茶またはお粥に入れたりしま
す。それらは風邪や二日酔いの薬になる
ともいわれています（胆振、日高地方）
出典：アイヌと自然デジタル図鑑

先着
700名
限定

おひとり
１つまで

（講師：岡田牧子）
※各回10名 ※体験時間30分前後
（選択するアクセサリーで体験時間が
変わります。）ご予約方法、詳細は裏面
をご覧ください。写真はイメージです。

【文化庁・北海道補助事業】

WORKSHOP
定員30名

（事前予約制）
ご予約はこちら

▲



15時15分～

14時45分～

13時05分～ 14時30分～ 11時～16時

アイヌ文様レジンアクセサリー製作体験

お問合せ

※写真はイメージです。※体験時間30分前後（選択するアクセサリーで体験時間が変わります。） ※希望体験時間は応募フォームで第３希望まで選択してください。 ※アクセサリーの種類は体験時に決めていただきます。

ご予約はこちら

イベントの
詳細はこちら

〒060-0001　北海道札幌市中央区北１条西７丁目プレスト１・７
TEL.011-271-4171  FAX.011-271-4181

070-6491-2269
㈱サングラフィックス　担当／カンノ

定員30名
事前予約制

講師 参加資格 体験時間枠

岡田 牧子
参加無料、

事前応募による当選者のみ。
※定員になり次第応募は

締め切ります。

①11時～　②12時～
③13時30分～

公益財団法人アイヌ民族文化財団 ［開催日の連絡先］

Pete ペテ

東京都出身。釧路のアイヌをルーツに持つ。平成28年に阿寒湖畔へ移

住。樺太アイヌの伝統楽器トンコリを製作する傍ら、Pete名義で演奏

活動を行う。阿寒湖に暮らす小・中学生とバンドを結成し、アイヌ語の

オリジナル曲を制作したことも。令和４年には自身の工房「Peteトンコ

リ工房」をはじめる。

［音楽公演］

しらぬかあいぬぶんかほぞんかい白糠アイヌ文化保存会
1975年設立。アイヌ文化の保存と発展を掲げ、三大祭「ふるさと祭イ

チャルパ」「フンペ祭イチャルパ」「ししゃも祭」を継続開催。舞踊・刺繍・

語学などの講習会や学校での学習支援を行い、台湾先住民族との友好

交流にも取り組む。

［古式舞踊公演］

ゆうき りく結城 陸

2000年生まれ。札幌市在住。幼少期よりアイヌ
文化に触れ、現在はアイヌアートプロジェクトや
札幌ウポポ保存会に所属しアイヌ文化の継承者
として活動。2019年より札幌大学ウレシパクラ
ブ、2023年より平取町にて３年間の実践的な
学びを通じてアイヌ文化への理解と研鑽を深め
ている。第28回アイヌ語弁論大会優秀賞受賞。

［口承文芸］

アイヌ語で伝承された物語等をお聞きいただけます。

［刺繍実演］ いいだ よねこ飯田 米子

札幌市在住。30代で出会ったアイヌ文
様に魅了され作品制作を続け、市役所
ロビーにも作品展示。北海道アイヌ伝
統工芸展優秀賞・最優秀賞、アイヌ工
芸作品コンテスト奨励賞など受賞歴多
数。講師活動を通じ文化普及と人材育
成に力を注ぐ。

アイヌ文様の刺繍技術をご覧いただけます。

たけなが しん武永 真

釧路市出身。厚岸町・白老町で学芸員として
勤務し、仙台藩白老元陣屋資料館では学芸
員・館長として30年以上地域に根ざした企
画を展開。まち歩き講座やシンポジウムを
多数実施。北海道博物館協会理事なども歴
任し、令和7年に定年退職。

［基調講演］

仙台藩白老元陣屋とアイヌ民族
～シラオイに第二の故郷を築くために～

レジンを使用して作るアイヌ
文様入りのアクセサリー。ス
トラップ、ネックレス、ピア
スなど数種類のアクセサ
リーが作れます。


